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東大病院、三井記念病院にて循環器内科に従事後、宮内庁で侍医を務める

その後マッキンゼー・アンド・カンパニーを経て、2010年医療法人社団鉄祐会を設立

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科臨床教授、藤田医科大学客員教授

日本医療政策機構理事、一般財団法人国際文化会館理事

東京大学医学部卒業(MD)、東京大学大学院医学系研究科博士課程修了(Ph.D.)、

INSEAD Executive MBA、Johns Hopkins MPH、MSc、循環器専門医

医療法人社団鉄祐会理事長

株式会社インテグリティ・ヘルスケア 代表取締役会長

株式会社地域ヘルスケア連携基盤 代表取締役会長

© Integrity Healthcare Co., Ltd.



3医療法人社団鉄祐会

祐ホームクリニック千石 / 祐訪問看護ステーション千石
文京区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック平和台
練馬区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック吾妻橋
墨田区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック麻布台
港区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック豊島
豊島区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック赤羽
北区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック荒川
荒川区の全域／隣接区の一部

祐ホームクリニック大崎
品川区の全域、目黒区・大田区の一部地域

祐ホームクリニック石巻 / 祐訪問看護ステーション石巻
宮城県石巻市街

大大 崎



株式会社地域ヘルスケア連携基盤（CHCP） 4

CHCPグループは分散している医療・看護・介護・薬局資源等を集約し、規模の経済、オペレーションの効率化・高度化
を推進することで、同一グループのもと、医療・看護・介護・薬局の真の多職種連携（＝エコシステム）を推進し、サス
テナブルなヘルスケアプラットフォームの構築を目指します。

病院

全国1,292床

薬局

全国170店舗
在宅サービス拠点

全国217拠点

歯科

全国001軒

*数字は2022年11月現在

2021.12 JICが最大 240 億円の出資を
約束する LP 投資契約を締結



5インテグリティ・ヘルスケアのご紹介

社名 株式会社インテグリティ・ヘルスケア

設立 2009年10月

事業内容 テクノロジーを活用した疾患管理システム

「YaDoc」の開発提供

代表 代表取締役会長 武藤真祐（医学博士）

代表取締役社長 園田愛

資本金 1億円

保有資格 医療機器製造販売業（第2種）

ISO/IEC 27001：2013 / JIS Q 27001：2014（ISMS）
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デジタルデータを用いた新しい診療

RWD/RWE



RWD/RWEのデータ源

出典：
https://www.fda.gov/scienc
e-research/science-and-
research-special-topics/real-
world-evidence
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RWD/RWEを促進する要因

出典：The Rise of RWE/ non-
RCT Data in Regulatory 
Effectiveness Decisions; Daryl 
Spinner, PhD, MBA
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USにおける取組

出典：The Rise of RWE/ non-RCT 
Data in Regulatory Effectiveness 
Decisions; Daryl Spinner, PhD, MBA
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ウェアラブル端末の医療利用が期待されている

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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● 自分の健康状態をモニターし
たいと願う消費者のニーズに
後押しされ、米国ウェアラブ
ル端末の利用はこの4年で3倍
以上も増加している。

● 日々の健康管理に便利とされ
て普及が進むウェアラブル端
末だが、医療への活用も期待
されている

出典：Aug. 20, 2020, 10:30 AM BUSINESS 
INSIDER INTELLIGENCEを参考に筆者にて作成

https://www.businessinsider.jp/BII/


The use of real-world evidence to serve as synthetic control arms (SCAs)

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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大規模なRWE収集・分析が可能になったこと、規制当局が法制度を整えていることにより、欧米ではSCAをコントロール群と
して利用する動きが加速している。

出典：https://www.bcg.com/publications/2021/synthetic-control-arms-changing-clinical-trials/(accessed 8/21/2021)



The use of real-world evidence to serve as synthetic control arms (SCAs)

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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出典：https://www.bcg.com/publications/2021/synthetic-control-arms-changing-clinical-trials/(accessed 8/21/2021)



デジタルツインが医療にもたらす進化

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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● 身の回りには、ウェアラブルスマートウォッチやフィットネストラッカー、医療用画像処理装置、デジタルヘルス

アプリ、体温計など、私たちの生理的な状態を監視し、データを収集する機器が無数に存在する。これらの機器自

体も、現在の動作環境や状態に関する大量のデータを生成している。

● これらのデータを理解し、そこから意味のある洞察を得るための1つの可能性は、「デジタルツイン」を活用して、

これらのデータを動的に表現することだ。

● デジタルツインとは、モノやシステムを、ライフサイクル全体にわたって仮想的に表現したものである。つまり、

デジタルツインには、実世界の最新のデータと過去のデータの両方が含まれている。これらの動的なデータを様々

な医療アプリケーションの仮想表現に組み込むことで、医療における積極的な意思決定、プロセスの最適化、ライ

フサイクル管理が可能になる。

出典：MathWorks資料 https://news.mynavi.jp/kikaku/20210826-1951600/



デジタルツインが医療にもたらす進化

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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出典：MathWorks資料 https://news.mynavi.jp/kikaku/20210826-1951600/

● 人間や患者をデジタルツインで再現する際には、解剖学的・生理学的データとバイタルサインを組み合わせて構築
する。

● ウェアラブルデバイスやバイオメディカルセ
ンサーに囲まれた世界では、これらのデータ
は複数のソースから得られる。

● 例えば、スマートウォッチは、患者の血圧、
体温、脈拍、睡眠パターン、総合的な身体活
動レベルに関する情報をリアルタイムに収集
する。

● 同様に、患者が病院を訪れた際には、臨床検
査や画像診断のデータにより仮想患者モデル
を更新することができる。

● さらに、個人の遺伝子や行動のデータ、社会
的決定要因もデジタルツインに書き込むこと
が可能である。

● これらのデータを一つの仮想的な患者像に統
合することで、患者の病歴をより完全に把握
し、意思決定をサポートすることができるよ
うになる。



デジタルツインが医療にもたらす進化

© Integrity Healthcare Co., Ltd.
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出典：MathWorks資料 https://news.mynavi.jp/kikaku/20210826-1951600/

● このような人間の仮想的なレプリカには、さまざまな用途が考えられる。

● 例えば、患者のデジタルツインとAIモデルを併用することで、特定の患者に適した治療法を積極的に選択するプレ

シジョン・メディシン(精密医療)に利用することが可能になる。また、FDA（アメリカ食品医薬品局）は、実際の

患者に実施するにはリスクが高いものや時間がかかりすぎる新たな医療療法や薬剤をテストするためのシミュレー

ションにも、仮想的な人体モデル、つまりデジタルツインの人体モデルを使用できると論じている。例えば、最適

な治療反応を特定するために、化学療法薬の選択を、患者の遺伝学的および生理学的プロセスに照らし合わせなが

らテストすることができる。また、ペースメーカーを設計するための心臓モデルのように、個々の臓器のバーチャ

ルモデルを新しい医療機器の開発やテストに利用することも可能になる。

● また、患者の立場から見ると、バイタルサインをモニターできるデジタルツインは、慢性疾患やフィットネスレベ

ル、健康状態などを事前に管理することができる。これらのデータを組み合わせることで、人々はより多くの情報

に基づいて個人の健康に関する意思決定を行うことができ、より健康的なライフスタイルを実現することができ

る。



インテグリティ・ヘルスケア紹介 16

提供サービス

● 治療・疾患管理デジタルソリューション

● 臨床研究デジタルソリューション

● 治験（DCT）ソリューション
● 予防デジタルソリューション

システム

導入医療機関

オンライン診療システムオンライン疾患管理システム

© Integrity Healthcare Co., Ltd.

長崎大学病院／聖路加国際病院／東京医科歯科大学病院／国立成育医療センター／虎の門病院

日本大学医学部附属板橋病院／関西医科大学病院／福島県立医科大学附属病院呼吸器内科

岩手医科大学付属病院／東北労災病院等 約4,000施設 (2022/11現在)

PHRプラットフォーム



臨床ソリューション



私たちのソリューション 18

© Integrity Healthcare Co.

患者の治療をサポートし、

エンゲージする

ペイシェント

患者の症状や兆候を的確に把握し

より適切な介入が実現する

医師

患者データの共有

情報ライブラリー

バーチャル訪問

治療管理サポート

入力

バーチャルFB

出力

バーチャルFB

データ提供



19事例紹介１ 19

オンラインにより患者の症状経過・服薬状況を把握する
• 患者の症状をデータで収集、定量的に可視化し、医師が把握しやすい形式にて伝達する
• 医師はこれまで可視化されていなかった症状変化を経時的に把握することで適切な治療介入を促進す
る

• 患者も、変化が見えることや医師との密なコミュニケーションにより、疾患や治療に関するリテラシ
ー、意欲が向上することが見込まれる

医師は、ダッシュボードで全体の記録を確
認し、必要に応じて患者が記録した詳細を
確認することができる

医師側画面

患者は、頭痛の場所や症状の
具合の入力や、日々の服薬を
記録することができる

患者側アプリ



20事例紹介２ 20

© Integrity Healthcare Co, Ltd.

術後の身体管理による早期退院とその後の医療の充実を図る
• 手術の低侵襲化と入院期間の短縮に伴い、退院後の療養に対する支援方法が着目されていることを背景
に、退院後一定期間、あらかじめ定められた項目について、オンラインでモニタリングする

• 医師は患者の回復の経過を確認し、必要に応じてコメディカルとともに適時ケアを図る。
• 呼吸器外科術後患者での実行可能性が示され、更に術後合併症の兆候を早期に把握し得た。今後の臨床
応用につながる成果が得られた（第24回遠隔医療学会、第33回内視鏡外科学会での発表より）

外来

入院



2121

© Integrity Healthcare Co, Ltd.

オンラインにより患者の症状経過を把握する
• 患者の症状をデータで収集、定量的に可視化し、医師が把握しやすい形式にて伝達する
• 医師はこれまで可視化されていなかった症状変化を経時的に把握することで適切な治療介入を促進する
• 患者も、変化が見えることや医師との密なコミュニケーションにより、疾患や治療に関するリテラシー、
意欲が向上することが見込まれる

患者医師

事例紹介３



2222地域医療ネットワークとのパートナーシップによるDX及びリアルワールドエビデンス創出推進

● 長崎の「あじさいネット」は、約400医
療機関・患者14万人が登録する国内最
大規模の地域医療ネットワークであ

り、長崎大学、長崎県医師会をはじめ

とする主要関係者により運営されてい

る

● YaDocはあじさいネットに統合され、
EHRに患者生成データが連携、現在複
数のプロジェクトや臨床研究が進行し

ている

● 2021年、インテグリティ・ヘルスケ
ア、あじさいネット、製薬企業にて包

括的な協力協定を締結、今後デジタル

を活用した疾患管理の実践、エビデン

スの構築を推進することを医産学で合

意した

● 現在、地域基幹病院、製薬企業をはじ

めとしたライフサイエンス企業とのパ

ートナーシップ図っている



デジタル治験（DCT）ソリューション



DCT(Decentralized Clinical Trials, 分散型治験) 24

© Integrity Healthcare Co., Ltd.

● 製薬企業の医薬品開発パイプラインの多くががんや希少疾患・難病が占めるなか、治験参加患者の通院困難に起因して治

験が中断する損失やそもそも患者が集まらないことによる遅延リスク・コストは甚大であり、新薬開発に取り組む製薬企

業の課題となっている。コロナを背景に、日本でも関心が急激に高まっている

● これらのニーズや課題に対して「患者が通院する」ではなく、「医療の方から患者宅に出向く（訪問看護）」や「オンラ

イン診療」、さらにはデジタルデバイスでの患者のデータ収集（ePROなど)などは、患者中心の臨床試験のソリューショ
ンとして期待されている



2022年2月、会社「DCT Japan」設立 25

© Integrity Healthcare Co., Ltd.



© 2022 DCT JAPAN

Solution：DCT Japanのオペレーションモデル 26

募集 同意 組み入れ 診察 検査・投薬

来院通常

バーチャル

来院

DCT

DCTハイブリッド

試
験
終
了

ソリューション サテライト
医療機関

オンライン診療

ナーシング

オンライン診療

ナーシング

サテライト医療機関

来院 来院 来院

来院 来院 来院 来院 来院DCT DCT

DCT



生活習慣病を中心としたPHRプラットフォーム
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検査・問診

健診・検査
データ

基本情報

問診

健診・検査の各種データ

基本情報
病歴、既往歴など

問診
喫煙・飲酒・運動等

手入力
QRコード

バイタル

通常
モード

血圧
体重
体温

酸素飽和度

手入力
Bluetooth連携

NFC連携
ヘルスケア連携
Google Fit連携

血糖値管理
モード

血糖値

HbA1c 手入力

インスリン管理
モード

インスリン 手入力

インスリンポンプ 手入力

生活記録

活動量 Fitbit/メディウォーク（テルモ）連携
Apple Watch/ヘルスケア連携

Google Fit連携歩数

食事 写真・料理検索・炭水化物早見表

お薬 薬登録（手入力、QRコード）・服用記録

イベント
低血糖自覚/シックデイ/月経日/起床/飲む

薬/運動/入浴/就寝/ARE

メモ写真 ふりかえり（気分）・テキスト・写真

Smart One Healthとは？－PHR管理機能が充実－



体重計・体組成計

血圧計

活動量計
アークレイ

三和化学

A&D テルモ オムロン

オムロン

A&D
テルモ

グルコース
モニタリング

アボット

オムロン テルモ

FitbitApple WatchGoogle Fit

アプリ

※Androidのみ

自己管理に特化したアプリケーション。さまざまな測定機器とつながり、生体データを記録できる 29

Apple
ヘルスケア

© Integrity Healthcare Co., Ltd.

テルモ

血糖測定器



血糖値 血圧

さまざまなデータとの関係性を見える化し、データを共有することで自己管理、治療に生かす
データを共有しながら、オンライン診療やオンライン服薬指導が可能 30

● 記録したデータを紙の手帳のような形式でPDFに
し、印刷して医療機関に共有することが可能で

す。

● データはクラウドに安全に保存されますので、医

療者や家族とデータの共有やメッセージ交換をす

ることもできます

● シームレスにオンライン診療ができます● シームレスにオンライン診療ができます診療ができます

YaDoc Quick
ヤードッククイック

連携するオンライン診療システム
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QRコードから
取り込める

健診結果から発症予測をレポート、速やかな受診につなげる

健康診断を起点とした総合的な受診勧奨サービス
①健康診断受診者の将来の発症リスクを予測・分析、
②発症リスク軽減に結び付けるためのアドバイス、
③健康診断結果の医療機関への共有、
④オンライン診療を活用した早期受診をサポート



Smart One Clinic のコンセプト

● テレワークの促進により、従業員の生活

習慣病のリスクも増大しているが、検診

受診やその後の医療機関での対面受診は

より困難になっている

● PHRとオンライン診療を組み合わせ、受

診勧奨・重症化予防プログラムを提供

Smart One Clinic

健診結果/自宅検査など
から受診対象者を抽出

健保組合
事業会社

従業員（患者）

健診結果・PHRデータを確

認しながらオンライン医
療プログラムを実施

スムーズなデータ連携

保険診療・自由診療

32
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健康保険組合

健診データの取り込み
同意してデータをダウンロード

自宅検査

自宅で検体を採取して郵送
アプリに結果が反映

データ共有

オンライン診療

薬送付

Smart One Clinic

Smart One Clinic
患者事業会社

患者

データ共有

受診勧奨

Smart One Clinic（受診勧奨支援）の全体像 33

健診データ

PHR（Personal Health Record）

疾患予測
プログラム

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=TMXJomo7Tj-gYM&tbnid=aWzu3OkFkAT_sM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.kanshin.com/keyword/1673632&ei=AtFTUY39IOiGjALbh4D4AQ&bvm=bv.44442042,d.dGI&psig=AFQjCNE9bpONny-viVmBRQdUfpdXBWrVzw&ust=1364533801052054


株式会社インテグリティ・ヘルスケア

ぬくもりのある医療を、

100年先も、ずっと。
Warmful Healthcare for the next 100 years & ever.




